
いわゆる「ごみ屋敷」対策について 

 

１  取組概要 

いわゆる「ごみ屋敷」に対応するため「横浜市建築物等における不良な生活環境の 

解消及び発生の防止を図るための支援及び措置に関する条例（いわゆる「ごみ屋敷」 

対策条例）」を制定し、平成 28 年 12 月１日から施行し、対策を進めています。 

 

２  いわゆる「ごみ屋敷」の件数 
 

 

平成 29 年 

４月１日時点 

年間 

新規把握件数 

合計 

（延べ件数） 

近隣への影響

が解消した 

平成 30 年 

３月末時点 

全市合計 67 件 50 件 117 件 47 件 70 件 

 

※物の堆積等に起因して害虫、ねずみ又は悪臭の発生、火災の発生又は物の崩落のおそれ等に 

より、区が近隣に影響がある不良な生活環境と判定した件数。（各区の内訳は裏面に記載） 

 

３  排出支援等の実績 

条例に基づき、本人が片付けに同意したものの自ら行うことができないケースにつ 

いて、堆積の状態等に応じて複数回に分けて実施するなど、区と健康福祉局、資源循

環局が協力して排出支援を行っています。 

平成 29 年度は、26 件で延べ 34 回の排出支援を行いました。 

また、条例第７条第１項に基づき、健康福祉局が１件で２回の文書指導を実施しま 

した。 

 

４  今後の課題 

いわゆる「ごみ屋敷」への対策は、排出支援による解消だけではなく、発生や再発 

の防止が課題となっています。課題解決に向け、地域や関係機関と連携し、早期発見 

や見守り等の幅広い支援を実施できるようさらに取り組む必要があると考えており 

ます。 

温暖化対策・環境創造・資源循環委員会資料 

平 成 3 0 年 ５ 月 3 0 日 

資 源 循 環 局 



【本市における「ごみ屋敷」の件数】

【半期ごとの推移】
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各区の「ごみ屋敷」の件数について
平成29年４月１日から平成30年３月31日までの推移

　「ごみ屋敷」とは、物の堆積等に起因して害虫、ねずみ又は悪臭の発生、火災の発生又は物の崩落
のおそれ等により、近隣に影響がある不良な生活環境としています。
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